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《本号の表紙絵》

「物狂い」

(風俗画報、191()年2月）

能では、神を迎える「よりしろ」で

ある笹が「狂女」の持ち物となってい

る。説教節『小栗判官』でも照手姫が

小栗の病を治そうとして「笹の葉に幣

をつけ、心はものに狂わねど、姿を狂

気にもてない」と熊野本宮の湯の峰へ

連れ行く情景が描写されている。近世

のI誹風柳多留』においても「気違い

は絵に書くときは笹を持ち」と詠んで

おり、手に持つ笹の記号的な意味は中

世・近世人の常識となっていたようで

ある。（新村拓）
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